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　見分けるポイントとは、 ①体の大きさ 

②体の横のライン ③胸
むなびれ

鰭と尾
お び れ

鰭 ④尾

鰭の付け根の黒
こくはん

斑 ⑤周りの仲間 の 5

つです （表 1）。 ひとつずつ見ていき

ましょう。

　① まず、 体の大きさです。 大きさと言

ってもパッと見た目の感覚的な大きさで

すが、 ヒスイボウズハゼ、 コンテリボウズ

ハゼ、 ハヤセボウズハゼの雌の成魚は、

目撃した多くの人から 「でかい」 「巨大」

という表現で語られるように、 4 種の中

で圧倒的に数の多いナンヨウボウズハゼ

と比べて体のサイズが大きいのが一般的

です。 微妙な違いでなく、 遠目からでも

パッと見て大きければこの 3 種である可

能性が高いと言えるでしょう。

　② 次に、 体の横の二本のライン （縦

線） の太さと形状です。 4 種の中で

下 （腹側） のラインが明らかに太いの

がコンテリボウズハゼとハヤセボウズハ

ゼです （図 9~11）。 これまで多くの図

鑑でナンヨウボウズハゼのラインは直線

状で、 コンテリボウズハゼやハヤセボウ

ズハゼのそれはジグザグ状とされてきまし

たが、そうでない場合も多くあるようです。

むしろコンテリボウズハゼやハヤセボウズ

ハゼでは太くてきれいな直線状であるこ

とも多く、 一方、 ナンヨウボウズハゼの場

合はジグザグだったりクロス・ステッチ状

だったり、 あるいは折れ曲がって太さも

一定でなかったりと、 個体によってかなり

の違いがあるようです （図 7）。

　最も特徴的なのがヒスイボウズハゼで

す。 そのラインは上 （背中側） が他の 3

種に比べて最も細く、 かつ色も薄い傾

向にあります。 さらに最大の特徴と言え

るのが下 （腹側） のラインで、 キャタピ

ラーの様な模様をしています。 直線の上

下に長方形が交互に並ぶようなイメージ

です （図 8）。 ヒスイボウズハゼはこの特

ナンヨウボウズハゼ属の雌を水中で見分けよう 熊
くまざわ

澤伸
のぶひろ

宏 （魚類ボランティア）

　沖縄県には大小合わせて 300 余りの

川が流れています。 その渓流 （図 1） の

澄んだ水に顔を浸けると、 まるで宝石の

ように美しい魚を見ることができます。 そ

の代表格がハゼ科ナンヨウボウズハゼ属

のナンヨウボウズハゼで、 日本産の同属

にはヒスイボウズハゼ、 コンテリボウズハ

ゼ、 ハヤセボウズハゼ、 カキイロヒメボウ

ズハゼを加えた 5 種が知られています。

それらのうち、カキイロヒメボウズハゼ （屋

久島でのみ記録） を除く、 4 種が沖縄

県の川から見つかっています。

　ナンヨウボウズハゼ属のハゼに共通す

る特徴は、 雄がカラフルでとてもきれい

な色 （図 2~6） をしている一方、 雌はい

ずれもオフホワイトの地色に、 体の横に

2 本の黒いラインを持つだけのほとんど

同じ地味な色彩をしていることです （図

7~12）。 そのため、 水中観察や写真で

その違いを見分けるのは、 魚類の研究

者でも容易ではありません。 そこで筆者

はそれらの画像を魚類写真資料データ

ベースに登録してナンヨウボウズハゼ属

の分類や分布、 生態の研究に役立て

るため、 雌の種類を見分ける方法を探

ってきました。 たくさんの観察と記録した

映像を整理した結果、 かなりの精度で

見分けられるポイントがわかってきました

ので、 ここに紹介します。 なお、 写真は

すべて筆者が撮影したもので、 KPM-

NR からはじまる番号は神奈川県立生

命の星・地球博物館の魚類写真資料

データベースの資料番号です。

ナンヨウボウズハゼ ヒスイボウズハゼ コンテリボウズハゼ ハヤセボウズハゼ

成魚の体のサイズ 他の 3 種より小さい 大きい 大きい 大きい

体の側面のラインの太さ 普通
上 （背中側） のラインが

細く色が薄い傾向
下 （腹側） のラインが太い 下 （腹側） のラインが太い

体の側面のラインの模様
直線状， ジグザグ状，

クロス ・ ステッチ状

下 （腹側） のラインが

キャタピラー状

直線状， ジグザグ状，

クロス・ステッチ状 : 赤みを

帯びる場合がある

直線状， ジグザグ状，

クロス・ステッチ状

胸鰭， 尾鰭の点列模様 なし なし
胸鰭， 尾鰭とも付け根

付近に散在の場合あり
明瞭な点列あり

尾鰭付け根の黒斑 ほぼ丸 ほぼ丸 後方にとがる傾向 ほぼ丸

図 1　ナンヨウボウズハゼの仲間が住む沖縄の渓流 .

表1　ナンヨウボウズハゼ属 4 種の雌の識別ポイント
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徴が際立っており、 水中の観察でもとて

もわかりやすいので、 キャタピラー状の

ラインが確認できればほぼ確実にヒスイ

ボウズハゼとみなすことができます。

　また、 コンテリボウズハゼには二本の

黒いラインにオレンジ色を上塗りしたよ

うな色彩を帯びる場合があります （図

10）。 この “赤いタイプ” はコンテリボウ

ズハゼに特有であり、 確実に見分けるこ

とが可能です。

　③ 胸鰭と尾鰭にも特徴が良くあらわれ

ます。 胸鰭に明瞭な点列が見られるの

はハヤセボウズハゼです （図 11）。 コン

テリボウズハゼにも胸鰭の付け根付近に

散発的に黒点がみられることがあります。

　尾鰭も同様で、 ハヤセボウズハゼは尾

鰭の全体にわたって明瞭な点列が見ら

れます。 コンテリボウズハゼも尾鰭に点

列が見られますが、 位置的には尾鰭の

付け根近くの中央から下半分に集中して

います （図 9， 10）。 なお、 ナンヨウボウ

ズハゼとヒスイボウズハゼは通常は胸鰭

にも尾鰭にも点列は見られません。

　④ 尾鰭の付け根部分にある大きな黒

斑が、 コンテリボウズハゼに限り後方に

向かって尖る傾向にあります。 その下地

のオフホワイトの部分も黒斑を縁取るよう

に尾鰭の方向に尖ります （図 9， 10）。

　⑤　周囲の仲間も見分けるための重要

な情報です。 個体数の多いナンヨウボウ

ズハゼやヒスイボウズハゼは、 集団で徒

党を組んで飛び回っている印象を受け

ます。 コンテリボウズハゼはそもそも個体

数が少ないので単独行動のように見えま

すが、 その周りには着かず離れずで同

じ仲間がいる場合が多いです。 いった

ん遠くへ離れてもまた仲間のいるところ

へ戻ってきます。 なお、 ナンヨウボウズ

ハゼ、 ヒスイボウズハゼ、 コンテリボウズ

ハゼの混在も多くみられます （図 12）。

ハヤセボウズハゼは圧倒的に個体数が

少ないので、 そもそも単独行動なのか、

それとも結果的にそうなのかは明らかで

はありません。

　以上の特徴を確認することで、 それぞ

れの種類の雌を見分けることができると

思われますが、 図 13 に示したナンヨウ

ボウズハゼ属と思われるハゼは、 体にラ

インがあり、 背鰭が赤くカラフルであると

いうこの属の雄と雌の特徴を合わせ持っ

ています。 今後、 同定の精度をより高め

ると同時に、 こうした正体不明のハゼの

実態を明らかにするべく観察と撮影を継

続していきたいと思います。

図13　正体不明のナンヨウボウズハゼ属と思

われるハゼ (KPM-NR 147591)， 西表島 .
図12 手前からナンヨウボウズハゼ KPM-NR 
147588,ヒスイボウズハゼKPM-NR 147589,コン
テリボウズハゼKPM-NR 147590の雌 ,沖縄島 .

図 11　ハヤセボウズハゼ （雌， KPM-NR 
147587）， 西表島 .

図 9　コンテリボウズハゼ （雌， KPM-NR 
147585）， 沖縄島 .

図10　コンテリボウズハゼ （雌， 赤いタイプ，

KPM-NR 147586）， 沖縄島 .

図 6　ハヤセボウズハゼ （雄， KPM-NR 
147582）， 西表島 .

図 7　ナンヨウボウズハゼ （雌， KPM-NR 
147583）， 西表島 .

図 5　コンテリボウズハゼ （雄， KPM-NR 
147581）， 沖縄島 .

図 8　 ヒ ス イボウズハゼ （雌， KPM-NR 
147584）， 沖縄島 .

図 4　 ヒ ス イボウズハゼ （雄， KPM-NR 
147580）， 沖縄島 .

図 3　ナンヨウボウズハゼ （赤いタイプ， 雄，

KPM-NR 147579）， 西表島 .
図 2　ナンヨウボウズハゼ （青いタイプ， 雄，

KPM-NR 147578）， 沖縄島 .


